
剤
師
、
事
務
職
員
ら
計
８
２
０
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
医

療
Ｄ
Ｘ
や
医
療
Ａ
Ｉ
の
最
新
の
動

向
、
が
ん
医
療
や
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

ケ
ア
に
お
け
る
多
職
種
チ
ー
ム
で

の
薬
剤
師
の
活
躍
、
院
内
弁
護
士

と
医
療
者
と
の
協
働
、
医
療
の
質

や
安
全
の
客
観
的
な
表
現
手
法
、

患
者
の
価
値
観
を
尊
重
し
た
医
療

の
実
現
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

外
科
手
術
の
安
全
な
ど
幅
広
い
領

域
か
ら
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
羽
田
空
港
航
空
機
衝
突
事

故
の
再
発
防
止
策
立
案
プ
ロ
セ
ス

や
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
理
論
の
実
践
方
法
に
つ
い
て
学

び
、
複
雑
で
変
動
す
る
医
療
に
お

け
る
安
全
・
質
の
考
え
方
を
共
有

▼詳しくはこちらを
　ご覧ください

（感染症流行時等を除く）

病院内でのマスクの着用は
個人の判断となりました

大阪大学「ワニ博士」

病院再開発基金への
ご寄附のお願い

　再開発事業の第1弾として今年の5月
に統合診療棟が開院となりました。統合
診療棟は、外来、中央診療および一部病
棟機能を備え、診療機能の向上と災害拠
点病院としての役割強化を実現していま
す。
　第2弾では、外来棟跡地に新病棟を建
設予定で、統合診療棟と既存病棟をつな
ぐ接続パスの整備も計画されています。
　1993年の全面移転以降、病棟は構造
的限界から時代のニーズに適応できなく
なっています。統合診療棟整備での治療
機能強化に続き、患者さんの快適な療養
環境整備が求められています。　
　再開発のコンセプトは、“Futurability
待ち遠しくなる未来へ。”です。今後の再
開発事業にご支援を賜りますようよろし
くお願いいたします。

・感染症流行時期は、マスクの着用を
　お願いすることがあります。

・個別の状況によって、医師の指示で
　マスク着用をお願いする場合があります。

・せき、くしゃみ、鼻水等の症状がある方
　は、「マスクを着用する」「ティッシュ・
　ハンカチなどで口や鼻を覆う（袖、上着
　の内側もOK）」などの ”咳エチケット”
　で感染予防をお願いします。

マスク着用ルールの変更
7/14から

新 診 療 科 長 等 ご あ い さ つ

島
し ま づ

津 研
けんぞう

三

　このたび外科系科部門長を拝命した島津研三です。
外科診療科は消化器、心臓血管、呼吸器、小児外科、
乳腺内分泌の5つの外科診療科から構成されており、心
臓、肺、肝臓などの脳死移植から、悪性腫瘍、小児
先天性疾患まで幅広い難治性疾患に対して高度な医療
を提供しています。加えて、患者さんにやさしく、また
十分納得していただいた上で治療を行っています。
　高度な医療には他科との連携、チーム医療が不可
欠ですので今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　 （令和7年8月26日就任）

●外科系科部門長

［創刊 100号］記念
2001-2025

　「阪大病院ニュース」は、2001（平成13）年
に、阪大病院についての幅広い情報を多くの方に
ご理解いただき、皆様のご意見、ご指導を受けな
がらさらに活性化していきたいとの松澤佑次病院
長（当時）の発案により創刊されました。今回は第
100号を迎えるにあたり、野々村祝夫病院長に阪
大病院の「今」と「これから」について寄稿をい
ただきました。

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う 

高
度
で
安
全
な
医
療

財
政
再
建
進
め 

新
規
医
療
の
開
発
へ

　

病
院
長
に
着
任
し
て
１
年
半
が

経
過
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大

打
撃
を
受
け
た
病
院
の
財
政
再
建

に
向
け
て
、
院
内
の
様
々
な
部
署

の
運
営
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
昨
今
、
国
公
立
大
学
病
院

は
運
営
費
交
付
金
の
先
細
り
や
医

療
材
料
費
の
高
騰
、
人
件
費
の
上

昇
を
受
け
て
、
そ
の
多
く
が
赤
字

運
営
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
医
療
材

料
の
高
騰
は
ど
の
医
療
施
設
に
と

っ
て
も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
学
病
院
の
よ
う
に
高
度

な
医
療
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
医
療

費
が
か
さ
み
、
病
院
の
財
政
負
担

が
大
き
く
な
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

阪
大
病
院
が
患
者
さ
ん
に
高
度

で
安
全
な
医
療
を
提
供
し
、
教

育
・
研
究
機
関
と
し
て
の
機
能
を

充
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
財
政
再
建
に
力
を

入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
病

床
の
稼
働
率
を
上
げ
る
こ
と
、
よ

り
多
く
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ

手
術
件
数
を
増
や
す
こ
と
、
医
療

の
質
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

医
療
材
料
の
徹
底
的
な
見
直
し
を

行
い
、
無
駄
を
省
き
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
図
る
こ
と
な
ど
、
こ
の
１

年
余
り
の
間
、
全
職
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
病
院
の
経
営
状
況

は
少
し
ず
つ
上
向
い
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
５
月
に
統
合
診
療
棟
が
オ

ー
プ
ン
し
、
職
員
一
同
新
た
な
気

持
ち
で
診
療
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
い
う
機
運
の
な
か
、
順
調
な

滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
ま
す
。
手

術
室
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
、
ア
イ
セ
ン
タ
ー
、
患
者

包
括
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

機
能
を
拡
充
し
た
部
門
で
は
す
で

に
期
待
通
り
の
診
療
機
能
を
発
揮

し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
入
院
病

棟
と
の
距
離
が
離
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
や
、
集
中
治
療
部
が
新
棟
と

旧
棟
に
分
か
れ
て
存
在（
第
１
、
第

２ 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
）し
て
い
る
こ
と
、
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
旧
外
来
診
療
棟
の
取
り
壊

し
の
後
、
入
院
病
棟
の
建
設
が
始

ま
り
ま
す
の
で
、
病
院
の
建
て
替

え
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
ま
だ
時

間
が
必
要
で
す
。

　

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ

ー
に
は
半
個
室
化
さ
れ
た
広
い
ス

ペ
ー
ス
の
新
生
児
集
中
治
療
室（
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
）が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
イ
セ
ン
タ
ー
に
は
独
自
の

手
術
室
が
３
部
屋
設
置
さ
れ
、
外

来
診
察
、
手
術
、
入
院
治
療
が
同

じ
フ
ロ
ア
ー
で
極
め
て
効
率
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
棟
完
成
に
伴
う
機
能
拡
充
に

加
え
て
、
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｃ
ｎ
ｅ
と
い

う
診
療
支
援
ア
プ
リ
が
患
者
さ
ん

の
利
便
性
を
大
き
く
向
上
さ
せ
て

い
ま
す
。
こ
の
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ

て
い
る
患
者
さ
ん
は
、
全
体
の
30

国公私立大学附属病院
医療安全セミナーを実施

令和７年度

11月4日（火）から

　

５
月
29
日
に
「
令
和
７
年
度
国

公
私
立
大
学
附
属
病
院
医
療
安
全

セ
ミ
ナ
ー
」（
文
部
科
学
省
後
援
）

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
医
学
教

育
課
大
学
病
院
支
援
室
の
多
田
典

史
室
長
ら
23
名
を
講
師
に
迎
え
、

全
国
の
大
学
病
院
、
官
公
庁
、
企

業
等
か
ら
、
医
師
、
看
護
師
、
薬

％
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
紐
付
け
さ
れ
た

後
払
い
シ
ス
テ
ム
や
、
診
察
待
ち

状
況
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
認
で
き
る
な

ど
、
様
々
な
便
利
な
機
能
が
あ
り

ま
す
。
世
代
を
問
わ
ず
一
人
で
も

多
く
の
患
者
さ
ん
に
ご
使
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
日
頃
の
診
療
に
お

い
て
勧
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
現
在
、
本
院
で
は
医
療
情

報
部
が
中
心
と
な
っ
て
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ

ｃ
ｎ
ｅ
の
さ
ら
な
る
機
能
拡
張
を

行
い
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
便

利
で
、
医
療
関
係
者
の
業
務
軽
減

に
も
さ
ら
に
活
用
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

阪
大
病
院
は
高
度
な
医
療
を
安

全
に
患
者
さ
ん
に
届
け
る
と
と
も

に
、
新
規
医
療
の
開
発
も
重
要
な

役
割
で
す
。
現
在
、
わ
が
国
で
は

医
学
研
究
の
低
迷
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
勤
務
の

若
手
医
師
の
研
究
時
間
が
充
分
に

確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
一
因

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
多
職
種
や
多

施
設
の
協
働
、
そ
れ
ら
を
橋
渡
し

す
る
人
や
役
割
が
重
要
だ
と
思
っ

た
」「
安
全
対
策
の
検
討
で
は
、
起

こ
っ
た
事
象
を
切
り
取
っ
て
み
る

の
で
は
な
く
、
全
体
を
よ
く
見
渡

す
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
」
等

の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
好
評

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、採
血
ス
ペ
ー
ス
を

拡
充
し
設
備
を
更
新
す
る
こ

と
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
快
適

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
環
境

を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
来
院
の
際
は
正
面
玄
関

か
ら
３
階
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
移
動
し
て
い
た
だ
き
、

院
内
の
案
内
表
示
に
従
っ
て

お
進
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

臨
床
検
査
部
の
採
血
・
採
尿

室
は
、令
和
７
年
11
月
４
日

（
火
）よ
り
、中
央
診
療
棟（
旧

棟
）か
ら
統
合
診
療
棟（
新
棟
）

３
階
へ
移
転
い
た
し
ま
す
。

　

移
転
に
伴
う
休
止
期
間
は

な
く
、こ
れ
ま
で
通
り
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。新
し
い
採

血
・
採
尿
室
は
診
察
エ
リ
ア

に
近
く
、検
査
か
ら
診
察
ま
で

の
流
れ
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
す
。

臨
床
検
査
部（
採
血・採
尿
）は

統
合
診
療
棟
に
移
転
し
ま
す

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長  

野の
の
む
ら
々
村
　
祝の

り
お夫

と
考
え
ま
す
。
タ
ス
ク
シ
フ
ト
、

タ
ス
ク
シ
ェ
ア
を
通
じ
て
医
師
の

働
き
方
改
革
を
進
め
、
若
手
医
師

の
研
究
時
間
の
確
保
に
努
め
、
阪

大
発
の
新
規
医
療
技
術
、
医
薬
品

開
発
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

統
合
診
療
棟
と
い
う
素
晴
ら
し
い

設
備
が
で
き
た
と
は
い
え
、
そ
の

機
能
を
充
分
に
発
揮
す
る
た
め
に

大
切
な
の
は
、
そ
こ
で
働
く
「
ひ

と
」
で
あ
り
ま
す
。
優
れ
た
医
療

人
を
育
成
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
医
療
を

展
開
し
、
阪
大
病
院
が
「
地
域
に

生
き
、
世
界
に
伸
び
る
病
院
」
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（写真左から）阪大病院ニュース創刊号=2001年1月▽通算50号=2013年4月
▽題字などをリニューアルした通算58号=2015年4月

さらなる飛躍を！
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近
年
は
、
胆
道
が
詰
ま
っ
た
箇
所
に

内
視
鏡
を
使
っ
て
細
い
チ
ュ
ー
ブ
を
挿

入
し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
が
ん
の
状

態
な
ど
を
調
べ
る
「
内
視
鏡
的
逆
行
性

胆
管
膵
管
造
影（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）」
と
い
う

検
査
や
胆
汁
の
流
れ
を
改
善
さ
せ
る
ド

レ
ナ
ー
ジ
治
療
の
件
数
が
増
え
て
い
ま

す
。「
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術（
Ｅ

Ｓ
Ｄ
）」
や
「
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術（
Ｒ
Ｆ

Ａ
）」
に
よ
る
根
治
治
療
も
数
多
く
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
阻
害
剤
が
多
く
の
消
化
器
が
ん

で
使
え
る
よ
う

に
な
り
、
予
後

が
非
常
に
改
善

さ

れ

て

い

ま

す
。
が
ん
免
疫

療
法
な
ど
の
薬

物
療
法
で
患
部

を
縮
小
さ
せ
て

か
ら
切
除
す
る

「
コ
ン
バ
ー
ジ

ョ
ン
手
術
」
も

積
極
的
に
検
討

し
て
い
ま
す
。

治
療
前
か
ら
適

宜
、
外
科
な
ど

各
診
療
科
が
キ

ャ
ン
サ
ー
ボ
ー

ド（
多
職
種
合

同
会
議
）で
連

携
し
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養

士
や
理
学
療
法
士
と
協
力
し
て
最
適
な

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
患
者
数
が
増
え
て
い
る
潰

瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
な
ど
の
炎

症
性
腸
疾
患
は
、
治
療
薬
の
開
発
・
普

及
に
よ
り
寛
解
の
導
入
と
維
持
が
可
能

に
な
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
肝
炎
、

肝
硬
変
、
炎
症
性
腸
疾
患
で
は
地
域
の

病
院
と
も
連
携
し
、
積
極
的
に
紹
介
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
慢
性
肝
炎
や
肝
硬

変
に
つ
い
て
は
、
近
年
は
肥
満
や
飲
酒

な
ど
に
よ
る
脂
肪
肝
や
肝
臓
病
が
増
え

て
お
り
、
管
理
栄
養
士
な
ど
多
職
種
が

協
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
春
誕
生
し
た
統
合
診
療
棟
に
は
、

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
が
移
転
、
拡
充
し
ま

し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
設
備
の
併
設

で
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
や
超
音
波
内
視
鏡
の
検

査
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鎮
静
下
内
視
鏡
の
設
備
を
充
実
さ
せ
、

「
苦
痛
な
く
眠
っ
て
い
る
間
に
胃
カ
メ

ラ
・
大
腸
カ
メ
ラ
を
済
ま
せ
た
い
」
と

い
う
患
者
さ
ん
の
要
望
に
応
え
、
利
便

性
が
向
上
し
ま
し
た
。
病
棟
で
は
、
専

属
の
管
理
栄
養
士
や
薬
剤
師
が
、
適
切

な
栄
養
指
導
や
薬
品
の
副
作
用
の
説
明

な
ど
を
行
う
な
ど
、
患
者
さ
ん
一
人
一

人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
適
切
な
治
療
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
万
全
の
体
制
を
敷

い
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
す
。
国
内
で
年
間
推
計
２
０
０
～
３

０
０
人
が
発
症
し
ま
す
。

　

胎
児
手
術
で
は
母
体
を
開
腹
し
、
子

宮
を
開
い
て
赤
ち
ゃ
ん
の
損
傷
部
を
縫

合
し
ま
す
。
対
象
は
妊
娠
26
週
未
満
な

ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
米
国
を
中
心

に
海
外
で
は
既
に
標
準
治
療
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
出
生

後
に
手
術
し
て
い
ま
し
た
。
米
国
留
学

で
学
ん
だ
副
セ
ン
タ
ー
長
の
遠
藤
誠
之

医
師
ら
が
20
年
、
国
内
で
初
め
て
胎
児

手
術
を
成
功
さ
せ
、
本
院
で
既
に
12
人

を
手
術
し
ま
し
た
。
中
間
的
デ
ー
タ
で

は
、
出
生
後
の
手
術
に
比
べ
て
障
害
の

発
生
頻
度
や
度
合
い
が
大
き
く
改
善
し

ま
し
た
。

　

先
進
医
療
は
手
術
費
用
が
保
険
適
用

さ
れ
ず
、
患
者
家
族
の
経
済
的
負
担
が

軽
く
あ
り
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
は
手
術

費
や
通
院
の
交
通
費
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
、
３
～
４
月
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
寄
付
を
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
約
１
６
５
０
万
円
が
集
ま
り
ま
し

た
。
医
療
保
険
適
用
に
な
る
ま
で
数
年

か
か
る
見
込
み
で
、
寄
付
金
は
そ
れ
ま

で
患
者
家
族
の
支
援
な
ど
に
使
う
予
定

で
す
。

　

胎
児
手
術
が
標
準
治
療
と
な
り
、
胎

児
の
疾
病
に
悩
む
ご
家
族
の
選
択
肢
の

一
つ
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
治
療
を
続

け
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
母
親
に

と
っ
て
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
内
視
鏡
に

よ
る
手
術
や
、
よ
り
高
度
な
技
術
を
必

要
と
す
る
仙
尾
部
奇
形
腫
な
ど
の
疾
病

の
胎
児
手
術
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

消
化
器
内
科
は
、
消
化
器
全
般
の
疾

患
に
幅
広
く
、
か
つ
高
度
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
患
者
数
の
多
い
大
腸
、
胃
、

す
い
臓
、
肝
臓
、
胆
の
う
・
胆
管
、
食

道
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
（
が
ん
）
の
診
断
・

治
療
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
２

０
２
４
年
度
の
外
来
患
者
数
は
年
間
延

べ
４
万
人
、
入
院
患
者
数
は
年
間
延
べ

２
万
人
近
く
で
す
。
医
師
は
教
員
約
15

人
と
医
員
約
50
人
を
擁
し
、
う
ち
消
化

器
病
学
会
の
指
導
医
が
11
人
、
専
門
医

が
54
人
と
高
度
な
専
門
性
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

胎
児
診
断
治
療
セ
ン
タ
ー
は
、
胎
児

の
疾
患
の
出
生
前
診
断
と
治
療
を
提
供

し
、
妊
婦
さ
ん
と
ご
家
族
を
最
大
限
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
２
０
１
５
年
10

月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
産
婦
人
科
や

小
児
科
、
小
児
外
科
、
脳
神
経
外
科
、

泌
尿
器
科
な
ど
胎
児
の
疾
患
に
関
わ
る

全
て
の
診
療
部
門
が
連
携
し
、
先
天
性

水
頭
症
や
胎
児
胸
水
、
水
腎
症
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
疾
患
へ
の
適
切
な
診
断
と
治

療
、
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

必
要
時
に
は
母
体
保
護
法
に
則
っ
た
処

置
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

25
年
３
月
か
ら
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
る
前
に
発
症
す
る
国
の
指
定
難
病

「
脊せ

き
ず
い髄
髄ず

い

膜ま
く

瘤り
ゅ
う」
の
胎
児
手
術
が
先
進

医
療
と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

脊
髄
髄
膜
瘤
は
、
脳
か
ら
続
く
神
経

の
束
で
あ
る
脊
髄
が
背
中
か
ら
む
き
だ

し
に
な
る
病
気
で
、
脊
髄
が
損
傷
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
損
傷
す
る
と
、
歩
行

や
排
尿
・
排
便
の
障
害
、
水
頭
症
に
伴

う
精
神
発
達
障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し

胎
児
診
断
治
療
セ
ン
タ
ー

多
職
種
連
携
で
適
切
な
治
療
を
提
供

国内初の「脊髄髄膜瘤」
胎児手術に成功

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
拡
充
で
検
査
・
治
療
体
制
を
強
化

各診療科が連携し胎児疾患に万全の対応

消
化
器
内
科

　子どもたち、きょうだいさんは、それぞれに、夏の遊びを
楽しみました。ゆかたやハッピを着て参加する子どもたち、
ヨーヨー釣りや金魚すくいの店長となって活躍する子ども
たちもいて、ご家族・仲間・医療スタッフと共に、夏休みの
ひとときを過ごしました。

　2025年9月19日に緩和ケアチーム看護師による講演会
「緩和ケアについて誤解していませんか」を開催しました。
患者さんからは「気軽に相談できることが分かり安心した」
「医療用麻薬は怖くないとわかった」などのお声をいただき
ました。がん相談室では今後も様々なテーマで普及啓発を
行っていく予定です。お気軽にご参加ください。

PHOTO TOPICS
ホ ス ピ タ ル
ミニ・ニュース

小児医療センター  夏休み

メニュー
一例

● 焼野菜のペンネ
・キャベツとパプリカのサラダ
・コンソメスープ
・エビピラフ
・レモンパンナコッタ

材
料（
1
人
分
）

作
り
方

　8月28日に野々村祝夫病院長おすすめ御膳を実施
しました。今年は大阪・関西万博が開催されている
ことから“世界の料理”をテーマにしたメニューを企
画しました。小児食のデザートは調理師が工夫を凝
らし、ティーカッププードルを模したチョコケーキ
を手作りしました。患者さんからは、「ピラフ、ペン
ネどれもおいしくて満足」「普段とちがう雰囲気でよ
かった」「デザートかわいかった」など、うれしい感
想をいただきました。今回は、メイン料理であるペ
ンネのレシピをご紹介いたします。ぜひご家庭でも
お試しください。

・ペンネ（乾燥）　60ｇ
・食塩　少々　・オリーブ油　少々
＜ソース＞
★豚ミンチ　45ｇ（大さじ3）
★玉ねぎ(みじん切り）　100ｇ（中1/2個）
★おろしにんにく　3ｇ（小さじ1/2）
★食塩　少々
★黒コショウ　少々
★サラダ油　少々
○赤ワイン　30ｇ（大さじ２）
○トマトピューレ　30ｇ（大さじ２）
○ケチャップ　60ｇ（大さじ３強）
○デミグラスソース　15ｇ（大さじ１）
○とんかつソース　3ｇ（小さじ1/2）
○水　20ｇ（大さじ1強）
＜トッピング＞
ナス(1cm輪切り)　60ｇ（中1/2本）
ズッキーニ(1cm角)　60ｇ（中1/3本）
サラダ油　6ｇ（大さじ1/2）
粉チーズ　お好みで

①熱湯に食塩を入れてペンネをゆで、ゆで上がったら
　ペンネとオリーブ油を和える。
②フライパンにサラダ油をひいてナス・ズッキーニを入れ、
　焼き目がつくまで焼く。
③ソースの具材類(★)を炒め、調味液（○）を加えて
　軽くとろみがつくまで加熱する。
④③にペンネを加えて、炒め合わせる。
⑤④を皿に盛り、ナス・ズッキーニ・粉チーズをトッピングする。

野々村祝夫病院長

～世界の料理～

お
す
す
め
御
膳
の
一
品
を
ご
家
庭
で
！

おすすめ御膳

焼野菜のペンネ

小児食デザート

プードルケーキ

デミグラスソースは、と
んかつソース：ケチャッ
プ＝1：1で代用できます

季節の野菜にアレンジし
てもおいしくお召し上が
りいただけます。

写真はペンネ
20g分を使用

レシピを
ご紹介
します！

第33回 阪大病院がんサロンを
開催しました。
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